
        Dental Technique Course  3年課程 

平成19年度修了生 
(有)ケイ・ワークス勤務 

 

栁本 佑さん 
 

2016年 

 国際アビリンピック 
歯科技工競技 金賞受賞      

 

 私は、歯科技工科を卒業後、鶴見大学

歯学部附属病院歯科技工研修科で２年間

学び、現在は歯科技工所に勤務していま

す。卒後、他校出身者と話してみて、筑

波での講義・実習がいかに内容が濃かっ

たかということを実感しました。学費が

安いのもメリットだと思います。卒後も

研修会で通訳をしていただいて本当に助

かっています。今後も歯科技工の技術向

上を目指してステップアップしていきた

いと思います。 

 

 私はもの作りが好きで、本校の

夏休みの体験講座に参加したこと

から、歯科技工に興味を持ちまし

た。入学してすぐは、手話もでき

ず不安でしたが、コミュニケー

ションキャンプや色々なイベント

を通して、クラスメートだけでな 

最新歯科用CAD/CAMによる 
補綴装置の設計 

カリキュラム 

 授業全体の約70％が実習となってお
り、基礎的な技術から応用までしっかり
とトレーニングできます。また、毎週水
曜日には特別活動として、スポーツ活動
や各行事での学生会活動を行います。学
校行事としては、全学年による宿泊研修
や、学年ごとの見学実習、見学旅行、職
場実習などがあります。 
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一般科目 専門科目[講義] 専門科目[実習]（単位数） 

歯科技工の基礎から臨床に応用できる 
内容までわかりやすく学べます 

手話と字幕による情報保障で 
聞こえにくさをサポート 

歯科技工科 
詳しくは本校ホームページをご覧ください 

http://www.deaf-s.tsukuba.ac.jp/sigika/ 

主な非常勤講師（所属先）：東京医科歯科大学、東京歯科大学 
 
主な職場実習先：鶴見大学附属病院、昭和大学歯科病院、 
東京歯科大学病院、慶応義塾大学病院、筑波大学附属病院 等 
 

 歯科技工士は、入れ歯・歯の被せ物・歯の詰め物・歯の矯正装置などの作成や加工、修理を行

う医療職で、聴覚に障害のある方が多く従事しています。 また、日本の歯科技工士はプロフェッ

ショナルとして、国内だけでなく世界中の様々な国で活躍しています。 

 歯科技工科では、聴覚に関する教育の専門性を生かした、少人数制によるきめ細やかな授業によ

り、歯科技工の基礎知識と技術の習得ができます。 

聴覚に障害のある方、歯科技工を学びませんか？ 

専任教員に加え、第一線で活躍する 
歯科医師・歯科技工士による豊富な実習 

く先輩たちともすぐに打ち解けることができました。授業

は少人数制のため、疑問に思ったことはすぐに先生に質問

することができます。もの作りが好きであれば、一度体験

講座に参加してみてください。きっと歯科技工の楽しさが

わかると思います。 

平成28年度修了生 

少人数制で 
わかりやすく 

きめ細やかな指導 

歯科医療の理解を深めるための 
企業見学 

お互いに交流を深める 宿泊研修 研修旅行（3年次） 

 一般の歯科技工士養成所のほとんどが２年制であ
るのに対し、本校歯科技工科３年制で１学年定員10
名の少人数教育を行っています。 また、歯科医療の
現場を知るために大学病院や歯科診療所等での実習
も行います。  
 ３年次に歯科技工士国家試験にほぼ100％合格し
ており、卒業時はほとんどが歯科技工関係に進路を
決めています。  
 就職時および就職後は様々な問題における支援を
行っています。また卒業後の歯科技工研修の場にお
ける情報保障の支援を行うなど、聴覚障害者の歯科
技工士の技能向上のための支援を行っています。  

 

就職率・進学率

100％ 

授業 
聞こえにくさ
をサポート 

先輩からのメッセージ 

学校
生活 
様々な 
学校行事 

ものづくりが好き！手に職を持ちたい！人の役に立つ仕事をしたい！ 

医療の現場で働きたい！歯科技工士への第一歩を、ここから始めませんか？ 

歯科技工士国家試験 
（３年次） 
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聞こえにくさを支援 

 
◎ 概 要 
   本校歯科技工科は昭和46年(1971年)に東京教育大学附属聾学校(現筑波大学附属聴覚特別 
   支援学校)高等部専攻科に創設されました。全国に52校ある歯科技工士養成校の中で唯一の 
   聴覚の障害に配慮した歯科技工士養成校です。修業年限は３年です。 
        

◎ 受験資格  

   ・高等学校または特別支援学校高等部を当年度3月までに卒業見込みの者または卒業した者 

   ・両耳の聴力レベルがおおむね60デシベル以上で、本校における教育が適当と思われる者 

◎ 募 集 
             【推薦入試】               【一般入試】 
   募集人数 ：  若干名（社会人を含む）      10名（推薦入学予定者若干名を含む） 
   期  日 ：  11月下旬または12月上旬      １月下旬または2月上旬 
   選考内容 ：  ・作文              ・学力検査（国語総合） 
           ・実技適正検査（石膏彫刻）    ・学習適応検査 
           ・面接              ・実技適正検査（石膏彫刻）    
                            ・面接 

◎ 諸費用 
   入学検定料 
   入学料            
   実習用具等    
   授業料            
   実習費           
   PTA会費           
   後援会費           
   教育支援費 
     
   ※その他、研修旅行費等(約９万円)や国家試験受験料(30,000円)などの実費を要します。 

◎ 寄宿舎 
   本校には、遠隔地から入学する生徒のために寄宿舎が設置されていますが、中学生・高校生の 
   入舎希望が優先されますので、専攻科生は、舎室に余裕のある場合のみ入舎が可能です。 
   寄宿舎生活にかかる経費は入舎時の入舎費10,000円の他、光熱費・舎費・食費など月平均    
   約55,000円を要します。 

◎ お問い合わせ先 
    
   〒272-8560 千葉県市川市国府台２丁目２－１    
   筑波大学附属聴覚特別支援学校高等部専攻科歯科技工科 
    
   電 話     ０４７－３７３－８７７１（代表）    
   ＦＡＸ     ０４７－３７３－８７８９    
   メール            shigika01@deaf-s.tsukuba.ac.jp    
   URL               http://www.deaf-s.tsukuba.ac.jp/sigika/ 
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2,500円 
2,000円 

約140,000円 
4,800円 

60,000円  
12,000円 

  3,000円 
30,000円 

 
 
（入学時） 
（年額） 
（年額）  
（年額）   
（年額） 
（年額） 
 
 

109,800円（年総額） 

筑波大学附属聴覚特別支援学校 

幼稚部 

小学部 

中学部 

高等部 

高等部専攻科 

造形芸術科 

ビジネス情報科 

歯科技工科 


